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礎看護技術論Ⅰ」の 1単位 30 時間 15 回のうち、



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4 月 講義 4 コマ




3 人 1 組　A：看護学生　B：患者　C：撮影者
 1） A は椅子に座り、B はベッドに横になる。




 準備中、A と B は会話もアイコンタクトもしない。
 読み終えたカードは、教員が回収する。
 4） C は、A と B の表情・動作が見える位置にスタンバイする
 5） スタートの合図で、コミュニケーションを看護学生役から開始する。
 6） 5 分後にアラームが鳴るので、途中でも終了する。
 7） ワークシート： ① 患者の気になっていたことを聴くことができたか
  ②なぜ聴くことができたか
  ③ 患者が抱いている本当の理由を聴くことができたか
  ④なぜ聴くことができたか
  ⑤看護学生として気付いたこと感じたこと





































は（できる 5・概ねできる 4・どうにかできる 3・






























































































中 10 項目、「聴く：傾聴・受容・共感」の 15 項










カテゴリー 数 サブカテゴリー 数
自己の態度に関する課題 31 緊張や動揺が言動に表れてしまう 17
緊張や動揺が表情に表れてしまう 10
言葉遣い・敬語が望ましくない  4



















1 身だしなみ（清潔感）を整えることができる 5 （5-5）
2 相手のエリア入室前に確認行動をとり、了解をとることができる 4 （3-4）
3 挨拶が適切にできる（入室前の確認、状況に応じた挨拶、退室時の挨拶など） 4 （3-4）
4 笑顔で挨拶ができる 4 （4-5）
5 退室時は要望を確認し、環境を整え、挨拶することができる 3 （3-4）
2
自己紹介 6 自分の所属・立場・氏名を紹介することができる 4 （4-5）





8 相手の状況に応じた言葉遣いが選択できる。 4 （3-4）
9 相手を尊重した言葉を使うことができる（敬語など） 4 （3-4）





11 相手との間に壁をつくらず接する努力ができる 4 （3-4）
12 相手に自分を知ってもらうよう行動できる 3 （3-4）
13 相手の目線の高さと同じくして話すことができる 4 （3-4）
14 心地よく安心できる距離や角度を考えて話すことができる 3 （3-4）
15 過度な緊張やそわそわせず、落ち着いて話すことができる 3 （2-3）




17 先入観や思い込みを持たずに、ありのまま、相手を受け止めることができる 4 （3-4）
18 相手に対して集中し、心を傾けて聴くことができる 4 （4-5）
19 相手の話を最後まで良く聴き、理解しようと努めることができる 4 （4-5）
20 相手の話を決め付けたりせずに聴くことができる 4 （3-4）
21 相手が話す途中で話題を変えたり、話をかぶせたりせずに聴くことができる 4 （3-4）
22 相手の言葉だけでなく表情や視線、声の調子、姿勢、動作などにも注意を注ぐことができる 3 （3-4）
23 相手がゆっくり考える時間や話が整理できるよう沈黙が訪れても待つことが出来る 4 （3-4）
24 相手の話す調子やペースに合わせることができる 4 （3-4）
25 相手のしぐさ、身振り、手振りなどの動作もさりげなく合わせることができる 3 （3-4）
26 相手の話を理解出来ている時は、相づち（なるほど・・そうなんですか・・等）やうなづきで伝えることができる。 4 （3
-5）
27 相手の話しの内容を繰り返し（オウム返し）理解していることを伝えることができる。 3 （3-4）
28 相手の言葉だけでなく、表情やしぐさで受け止め方や理解度を把握することができる 3 （3-4）
29 相手が私に伝えたいことは何かを考えながら聴くことができる 3 （3-4）
30 相手の気持ちを理解し、一緒に考え、一緒に悩むことができる 4 （3-4）





32 相手の話を十分聞き、その内容を反復してから質問することができる 3 （2-4）
33 一方的に質問する形にならないように心掛けることができる 3 （2-4）
34 相手が理解しやすいような言葉を選択できる 3 （3-4）
35 相手の興味・関心のあることを話題にできる 3 （2-4）
36 話の要素は 5 W1 H を活用して伝えることができる 3 （2-3）
37 話すスピードや間の取り方を工夫することができる 3 （3-4）
38 相手が自由に答えることのできる質問（open ended question ：開かれた質問）を活用し、患者の思いや考えを確認することができる 3 （3
-4）
39 「はい」「いいえ」で答えることのできる質問（closed question ：閉ざされた質問）を相手の状況に合わせて活用できる。 3 （3
-4）
40 相手のポジティブな意見や自発的な行動を引き出すようなを肯定質問や未来質問などを活用してみることができる 3 （2
-3）
41 自分の感じ、考えていることと実際に伝える内容にズレがなく話しをすることができる。（自分を偽らずに） 3 （2
-4）






43 場の雰囲気がよりよいものとなるよう努めることができる 4 （3-4）
44 自分の中にある偏見や先入観に気づいたら修正する努力ができる 4 （3-4）
45 予期しない返答があっても、焦ることなく落ち着いてコミュニケーションを続けることができる 3 （2-3）
46 問題解決を急がず、相手とのコミュニケーションのプロセスを大切にすることができる。 3 （3-4）







48 指導者・教員・看護スタッフに積極的に関わることができる 3 （3-4）
49 指導者・教員・看護スタッフに行為の開始、終了や得られた情報を適宜報告することができる 3 （3-4）
50 指導者・教員・看護スタッフに事実を簡潔に伝えることができる 3 （2-4）
51 指導者・教員・看護スタッフに困ったことや判断に迷う時に積極的に相談することができる 3 （3-4）
52 指導者・教員・看護スタッフに質問などを積極的に行うことができる 3 （3-4）























































































































































カテゴリー 数 サブカテゴリー 数

































































後で比較検討し、実習後 30 項目中 18 項目で有意
な評価値の上昇が見られたと報告している8）。奈
良は、臨地実習において、患者と同一環境の中で
培われるリアルな相互交流によって、より対象を
理解しようとする姿勢が学内で獲得したスキルを
駆使し、演習内容を想起する原動力となっている
ことを、実習後に評価値が上昇した理由としてあ
げている。
　この内容を鑑みれば、学内での学びを実践で活
用できるレベルまで引き上げ、看護実践に活用で
きるコミュニケーションスキル・態度として修得
するためには、タイムリーな臨地実習との連関が
不可欠であることが推察される。
　なお、今回の結果は、学生の自己評価に依拠し
ているため、より確実な学生の到達状況を確認す
るためには、教員による客観的な評価が可能とな
るよう、用いた評価表の評価項目に関する信頼
性、妥当性も含めて検討する必要性があると考え
られ今後の課題となった。
3．学生が捉えた本演習の有用性
　演習の有用性については、「コミュニケーション
場面を、動画を用いたプロセスレコードやワーク
シートを用いて自己の振り返りをすることで自己
の課題が明確になった」と回答した学生が 95名
（97％）、「基礎看護学実習Ⅰでは、今回気付いた自
己の傾向や課題、改善策は役立つと思う」と回答
した学生も95名（97％）であったことは結果に示
した通りである。この結果からも、リフレクショ
ンツールを活用した演習は、自己の課題を明確に
するために有効な方法であると学生が認識してい
ることから、一定の評価を示していることは確認
できた。では、学生は初めての臨地実習にむけ、
演習での学びを具体的にはどのように活用しよう
としているのであろうか。
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4．学びを臨地実習で活用しようとする意欲
　演習後に回答を求めた「講義や演習での学びは
実習でどのように活用してみようと思うか」の自
由記述の結果において、【実習への準備に活用】【患
者とのコミュニケーション実践に活用】【自己の
課題克服への活用】【見学や観察の視点として活
用】など具体的で実現可能な内容が示された。［学
んだコミュニケーションスキルを活用したい］	
［学んだ内容を患者とのコミュニケーションに活
用したい］	［患者への看護に活用したい］	［自分の
課題を克服するために活用したい］などは、演習
において、獲得できていると感じているスキルや
明らかにした自己の課題を、現在の自身の状況を
やや超えた目標として設定し、実習で活用しよう
とする意欲へとつなげていると考えられる。
　楠見は、熟達の速度に関係するのは、挑戦性（難
しい課題に逃げずに立ち向かう姿勢、「成長した
い」という強い意志、新しいことを経験したいと
いう冒険心をもっていること）、柔軟性（環境への
適応能力が高い、相手に応じて柔軟な対応ができ
る、自分の過ちを反省しそこから学べること）、類
推（過去の類似体験を新しい問題解決に適用する
こと）の 3つが重要になると述べている9）。した
がって、学内での学びを臨地実習で活用しようと
する意欲は、逃げずに立ち向かおうとする学生の
挑戦性として捉えられ、初めての臨地実習に向か
う確かな内発的動機づけとなり得ていると考えら
れる。
Ⅴ　おわりに
　以上の内容から、リフレクションツールを活用
したコミュニケーション演習は、学生の自己の課
題を明確にし、基本的マナーや聴くスキル・態度
修得の一助となり、初回の臨地実習に向けて学内
での学びを活用する意欲を高める効果があること
が示唆された。
　また、今後の課題としては、演習の振り返りに
よる自己の課題の認識と改善策を思考した後に、
再ロールプレイにチャレンジする時間の設置や教
員のロールモデルを示すなど、学生の安心感や自
信へ繋がる体験を可能にする演習計画を再構築す
る必要性が示唆された。さらに、教員による時宜
を得たフィードバックの実施や「話す」スキルの
修得に関する教授方略検討の必要性も示唆された。
　今後は、実際の基礎看護学実習Ⅰの経験を経
て、どのような学びへと深化し、さらにコミュニ
ケーションスキル・態度の到達状況はどのように
変化したのか、実習終了後に調査した量的、質的
な内容の分析を進めていく。
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